
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回学年ＰＴＡ ９/１３（金） 

修学旅行 １０/８（火）～１０/1２（土） 
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五所川原高校 
令和６年８月号 

３５分の１８ 
 

高校２年生の夏休みはどうでしたか。夏休みといっても講習から始まり、立佞武多、総探のフィールドワー

ク、オープンキャンパス、部活など色々と忙しくて、ぼんやりと過ごす時間がほとんど無かった人もいるのかもし

れません。過ぎてしまえばあっという間の夏休みだったと思いますが、未練を残さず爽やかに次へ向かおうで

はありませんか。２学期も目標に向かって試行錯誤する皆さんの姿を期待しています。 

３５分の１８。気が付くと残り１８になりました。これまでの１７ヶ月間は皆さんにとって長かったでしょうか。そ

れとも短かったでしょうか。おそらく夏休みと同じで「過ぎてしまえばあっという間」の１７ヶ月に感じているので

はないでしょうか。ということは・・・。残りの１８ヶ月も同様に進んでいきそうですよね。高校生活３年間で達成し

たいことは何ですか。願わくは全員が目標に向かって「やりきった」と言える時間の使い方をして欲しいと思っ

ています。また、その目標が達成されて欲しいと日々考えています。 



 
 

２学期は志望理由書を書き始めます 

全ての人に大切なもの 
「自分の志望する大学は一般受験の場合、面接も含めて必要ないから無駄な時間だ」と思ってい

る人はいませんか。確かに大学入試の時点では不要なルートもあります。しかし、大学卒業後の就職
活動では必ず必要になります。と言うよりも、この部分を明確に、熱意をもって話せなければ就職試験
をパスすることはできません。そして、総合型や学校推薦型を受験する可能性がある人にとって志望
理由書の内容は合否を左右する大切なものです。 
自分の強みと社会の課題をつなげることを考える機会 

「あなたのやりたいことは何ですか」と質問されて何と答えますか。今現在の自分の気持ちを素直
に出してみてください。「寝たい」「ゲームしたい」「遊びにいきたい」でもＯＫです。それはあなたのや
りたいことなので、是非実現して欲しいと思います。しかし、大学入試や就職試験の面接ではそうやっ
て素直に答えることはできませんよね。では、なぜそうは答えられないのでしょうか。キーワードの一つ
は「社会貢献」です。たとえば「寝たい」について考えてみます。あなたが大学や会社で寝ることは社
会に何か貢献していますか。貢献しているとすれば具体的にどのような貢献ですか。などと面接官に
掘り下げられたら答えようがないですよね。だから「寝たい」とは答えられないのです。しかし、「寝る」
ことに対して誰にも負けないくらい興味があり、魅了されているのであれば、違うアプローチも考えら
れます。たとえば、「睡眠は健康的な生活のためには不可欠な要素ですが、近年はブルーライトを浴
びる時間が長くなり、そのことが原因で体内時計が狂い、質の高い睡眠をとることのできない人が多
い」という社会問題と「睡眠の心地よさに魅了されており、質の高い睡眠の実践者である自分」とを
どうにか上手く結びつけられないかを考えるのです。そのためには自分のやりたいこと（エゴ）を広げ
てみます。今回は単に「寝たい自分」を「睡眠の心地よさに魅了されており、質の高い睡眠の実践者
である自分」まで昇華させてみました。また、「現代の睡眠に関する課題」を「体内時計と質の高い睡 

眠との関係」まで広げてみます。するとスタート地点では関連性
の無かった二つのことに「質の高い睡眠」という重なる部分
（図の横線の部分）が生まれます。この部分を発見することで、
自分の強みと社会の課題をつなげることができます。あとは、そ
の部分に関しては誰にも負けないという事実を持ち、伝えられ
るようにすればいいのです。全ての大学、会社や組織の存在意
義は「社会貢献」の一点です。大学のアドミッションポリシーも
出発点は間違いなくそこです。志望理由書を書くこと事態が目
的なのではありません。「自分の強みと社会の課題をつなげる
ことを考える」ことが真の目的なのです。 
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寝たい自分 
現代の睡眠に関する課題 


